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追跡追跡 私たちの質問あれからどうなった私たちの質問あれからどうなった私たちの質問あれからどうなった

私たちの思い
　鳥取中央育英高校による、平成30年度高校生議会が平成31
年１月16日（水）に開催されました。今年は、前回を上回る
16名が町長・教育長に19の質問・意見・提言をしました。過
去にも町政に採用された例もあり、高校生らしく熱く、鋭い緊
張の２時間でした。

平成30年度 高校生議会平成30年度 高校生議会平成30年度 高校生議会

吉田花乃　議長
よし  だ か   の

図
書
館
の
車
庫
が

オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

竹中　葵　議員
たけなか あおい

北条オートキャンプ場の沖
に海上アスレチックを設置
しては。

遊泳禁止の上、安全に運営を
行うにはハードルが高い。

山根　瑠　議員
やま  ね りう

北栄町が主となり旅行会
社と連携したアニメツアー
を企画しては。

契約者以外が著作権管理して
いる事業者と協議することは
できない。

中島月愛　議員
なかしま る　な

道路整備を最優先にし、工業団地を
整備することで企業誘致をしては。
新たに工業団地を整備することは考
えていない。三陽合繊跡地への誘致
と既存企業の支援に重点を置く。
ドリーム農場のように、スイカ・ブ
ドウなども会社化してはどうか。
スイカ・ブドウはブランド品であり生産者が主役である。
声があれば積極的に支援していく。

木下朱利　議員
海岸清掃活動を、小・中学生も参加
できるようにイベント化しては。
イベント参加をきっかけに意識
高揚にもつながる良い取り組み
だと思う。
平成37年以降の風車による発電
事業はどうするのか。
事業を継続するのか、解体撤去を行うのか、民間等
に譲渡するのか方向性を決めていく。

高島真太郎　議員
たかしま しん  た  ろう

新規農業従事者へ資金調
達のためスポンサーを募
集しては。

スポンサーとなる企業側に明
確なメリットがなければ実現
しにくい。

す  やま ともあききのした あか  り

陶山知明　議員
複数の避難経路を表示したハザード
マップを作り、カレンダーにのせては。
複数の避難経路を示すのは難しくこ
ういう場合はスマホだと思う。カレ
ンダーにのせるのは面白い発想だ。
津波対策として、町にいくつか
避難用の高台を建設しては。
迅速な行動をとれば、高台を設けなくても避難は十
分可能。

松本麗衣　議員
まつもと れ　い

高齢者が、子どもたちと一
緒に楽しむ収穫祭のよう
なものを企画しては。

普段から顔を合わせ、長くそ
の関係が続くことが大事だ
が、町主体で行う新たなイベントは考えていない。

山口柚花　議員
やまぐち ゆず  か

食育活動の一環として、町
のイベントで野菜を使っ
たメニューを紹介し、啓発
しては。
町報の「食育コーナー」で旬
の食材、学校給食のレシピを
掲載する。こども園のメニューを3月号から掲載
する。

丸　颯斗　議員
まる はや  と

若者に地元に帰ってきて
もらうため、北栄町独自の
奨学金制度を導入してみ
ては。

町内就職した場合、金額返済
不要のような取り組みが、ど
のような成果が出るか非常に
興味深い。

吉田泰彗　議員
よし  だ たいよう

青山剛昌ふるさと館を、結
婚式場に利用できないか。

実施したいという事業者があ
り、版権元との協議が整うよ
うであれば支援したい。

影井　翔　議員
かげ  い かける

全国高校生太鼓甲子園の
ようなイベントを開催して
は。

まずは高校生に積極的に取
り組んでいただき、全国大
会に参加すれば機運も高ま
るのではないか。

齋尾幸希　議員
さい  お こう  き

東高尾観音寺の活用のた
め、保存協会を設置して
は。

地元の方々が自主的に取り
組まれることが大切で、活
発な動きが出てくれば支援
できると思う。

田中翔馬　議員
たな  か しょうま

大手メーカーに依頼し、町
の果物を使って年齢層に
合わせたスイーツを開発
しては。
試作のみを依頼するのはメー
カー側にメリットがなく現実
的ではない。

なお  や

岡本直也　議員
おかもと

Ｂ級グルメや和菓子など
の新商品の開発を地元企
業に依頼してみては。

菓子メーカー・加工業者など
新メニュー・お菓子等の開発
の声があれば町が中心となり
後押ししたい。

北栄町で暮らすきっかけ
として、空家を宿泊施設と
して活用しては。

旅館業法等の問題もあり、移
住を検討されている方の体験
施設としての活用となる。

た  なかりゅうが

田中隆雅　議員松田萌々香　議員
まつ  だ も　も　か

空家の再利用として、町が
資金援助をし公募でカ
フェをオープンさせては。

出店や起業に関する独自の支
援制度がある。町が直営で運
営することは考えていない。

平成28年度の高校生議会における質問「図書館
の旧車庫の活用を」は、オープンギャラリーと
してみごとに実現しました。

では今回は



4２０１９年３月
議会だより北栄 ５０号5 ２０１９年３月

議会だより北栄 ５０号

議案の審議結果

　
借
入
残
金
３
２
５
４
万
を
一
括

返
済
し
た
後
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

は
。

　
ビ
ジ
ョ
ン
は
現
段
階
で
は
未
定

だ
が
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
将
来
的

な
新
築
移
転
を
考
え
る
た
め
に

は
、
基
金
を
積
み
立
て
て
お
く
事

が
必
要
。

　

農
家
は
剪
定
く
ず
の
廃
棄
に

困
っ
て
い
る
。
十
分
な
利
活
用

を
。

　
コ
ス
ト
等
を
計
算
し
、
し
っ
か

り
と
利
活
用
を
考
え
る
。

　
事
業
者
が
民
間
で
な
け
れ
ば
成

功
し
な
い
の
で
は
。

　
町
内
事
業
者
と
は
推
進
協
議
会

で
連
携
、
協
力
し
て
い
る
。
国
の

支
援
を
受
け
な
が
ら
成
功
さ
せ

る
。

　
現
在
、
44
あ
る
自
主
防
災
組
織

を
増
や
す
た
め
、
効
果
の
あ
る
方

策
は
。

　
リ
ー
ダ
ー
を
作
ら
な
い
と
進
ま

な
い
。
自
治
会
に
出
向
い
て
体
制

作
り
を
含
め
た
説
明
を
し
、
強
く

要
請
す
る
。

　

農
作
業
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

は
、
成
果
が
出
て
い
る
か
。

　
中
部
地
震
や
農
業
求
人
倍
率
の

影
響
で
、
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
、
マ
ッ
チ
ン
グ
が
難
し

く
な
っ
た
。
要
望
に
応
え
ら
れ
て

い
な
い
た
め
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
い

く
。

　

空
き
店
舗
の
有
効
活
用
は
０

件
、
事
業
承
継
は
１
件
だ
が
行
政

支
援
策
は
。

　

既
存
の
国
県
支
援
事
業
を
活

用
。
単
町
支
援
と
し
て
は
リ

フ
ォ
ー
ム
や
改
築
に
補
助
。

　
企
業
誘
致
の
現
況
は
。
ま
た
、

塩
漬
け
に
な
ら
な
い
様
、
今
か
ら

で
も
検
討
開
始
を
。

　
現
在
は
、
全
く
進
出
の
話
は
な

い
。
建
物
を
残
す
の
か
解
体
を
す

る
の
か
等
も
含
め
、
今
議
会
後
、

す
ぐ
に
検
討
を
始
め
る
。

　
倉
庫
と
空
き
地
の
賃
貸
を
し
て

お
ら
れ
る
が
、
契
約
内
容
は
。

　
活
用
方
法
が
決
ま
っ
た
場
合
、

３
ヶ
月
後
に
は
退
去
し
て
も
ら
う

解
約
条
項
を
設
け
た
契
約
を
し
て

い
る
。

　
町
内
者
が
住
宅
取
得
し
た
場
合

も
補
助
を
す
る
新
規
事
業
だ
が
、

継
続
す
る
考
え
は
。

　
期
間
と
し
て
５
年
間
と
し
て
い

る
が
３
年
が
経
過
し
た
と
こ
ろ
で

検
証
す
る
。

松
本
観
光
交
流
課
長

答

松
本
観
光
交
流
課
長

答

渋
谷
地
方
創
生
監

答
渋
谷
地
方
創
生
監

答

小
澤
企
画
財
政
課
長

答

手
嶋
産
業
振
興
課
長

答
手
嶋
産
業
振
興
課
長

答

磯
江
総
務
課
長

答

小
澤
企
画
財
政
課
長

答

津
川　
俊
仁

問

津
川　
俊
仁

問

宮
本　
幸
美

問
阪
本　
和
俊

問
斉
尾　
智
弘

問

野
田　
秀
樹

問

野
田　
秀
樹

問
長
谷
川　
昭
二

問

長
谷
川　
昭
二

問 一
般
会
計
補
正

特
別
会
計
補
正

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン

12　　月
定例議会

下
水
道
・
風
力
発
電

特
別
会
計
を
公
営
企
業
会
計
へ

　
12
月
定
例
議
会
を
12
月
７
日
か
ら
20
日
ま
で
開
き
ま
し
た
。
町
長
よ
り
提
案
さ
れ

た
、
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
二
つ
の
特
別
会
計
の
公
営
企
業
法
を
適
用
す
る
条
例

改
正
等
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

三
陽
合
繊
跡
地

歴
史
文
化
学
習
館

バ
イ
オ
マ
ス

そ　
の　
他

定
住
支
援

条　
　
　
　
　
　
例

下水道事業の設置等に関する条例の制定
　　　平成31年度から地方公営企業法を適用するため。
　　　�民間企業と同様の会計基準に基づいて、サービスの提供と資金の

運用を行うことにより、お金の流れや資産・負債がどの程度ある
のか把握でき、財政状況を正確に把握することができる。

　　　�長谷川　昭二
不採算性の強い下水道は、一般行政で運営すべきで公営企業会計
でするべきではない。また、独立採算が重視され使用料値上げの
懸念が払拭されない。

　　　井上　信一郎
公営企業会計になっても、一般会計からの繰り入れは可能である
との説明である。今後の値上げは議員として判断をするべきこと
である。先ずは公会計を取り入れて事業に取り組んでいくべき。

賛 成 12

地方公営企業法に基づく風力発電事業の設置に伴う関係条
例の整理
　　　平成31年度から地方公営企業法の適用とするための制定。

全会一致

町職員の給与に関する条例の一部改正
　　　人事院勧告に従い、給料表、勤勉手当等の見直しを行う。

全会一致

特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の
一部改正
　　　秋山　修�
　　　�特別職は人事院の勧告で改正するのではなく、町内の経済情勢や

町民所得を鑑みて引き上げるべき。
　　　手嶋副町長
　　　�今まで経済や所得を考えて改正した事はなく、これまで通り職員

と同時に引き上げたい。
　　　井上　信一郎
　　　�事業所の売り上げの伸び悩みや減少、また農地の台風被害で廃作

も考えている方がいる中、期末手当引き上げは理解してもらえな
い。

賛 成 13

議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
　　　田中　精一　
　　　�公聴会や参考人制度など必要な手順を踏まないで改正しようとし

ている事は、議会基本条例の「報酬改定には公聴会等を活用する
こと」に抵触するものである。

　　　井上　信一郎
　　　特別職の改正と同じ理由。

賛 成 ８

同和対策集会所の設置及び管理に関する条例の廃止
　　　津川　俊仁　　　　　　
　　　今後、廃止となる施設の方向性は。
　　　杉本生涯学習課長　　
　　　�教育財産から普通財産になるため、売却、譲渡の検討がされてい

く。

全会一致

監査委員条例の一部改正 全会一致

町費解体も視野に

兵庫県多可町のチップボイラー

荷物で満杯になった　
　　　ふるさと館倉庫

反対
討論

説明

説明

説明

質問

質問

答弁

答弁

反対
討論

反対
討論

反対
討論

賛成
討論
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12月定例議会では13人の議員が
　　　  24問の一般質問を行いました。

質問分野 質　　問　　事　　項 質問者 ページ

環境・生活

太陽光パネル 津川　俊仁
８

風力発電 阪本　和俊
県・ＪＲ・町道の除草 藤田　和徳

９
橋の老朽化 井上　信一郎
コナン通りの道路事情 油本　朋也

１０
北条バイパス整備 前田　栄治

防　　　災
台風24号の豪雨被害 田中　精一

１１
台風被害の復旧 斉尾　智弘
災害対策 前田　栄治

１２

教育・福祉

図書館の利用 森本　真理子
いじめ・不登校の対応 町田　貴子

１３
小学校の空調化

斉尾　智弘
夜間中学の設置

１４
学校給食費 長谷川　昭二
生活困窮者自立支援制度 油本　朋也

１５
タクシー迎車回送料 阪本　和俊

政治・政策

青山剛昌ふるさと館 宮本　幸美
１６

青山剛昌ふるさと館 斉尾　智弘
「道の駅」再整備構想 田中　精一

１７
町財政運営

秋山　　修
地方公会計

１８
ドリーム農場 阪本　和俊

産　　　業
ＴＰＰ・日米ＦＴＡ等

長谷川　昭二 １９
就農給付金

7 ２０１９年３月
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町
政
こ
こ
を
問
う

請願・陳情の審議結果

安
倍
内
閣
の
退
陣
を
求
め
る
世
界
平

和
７
人
委
員
会
の
ア
ピ
ー
ル
を
支
持

す
る
意
見
書
提
出

賛
成
討
論　
　
　
　
　
　
長
谷
川　
昭
二

①��

重
要
法
案
を
審
議
不
十
分
の
ま
ま
強
行
。

②���

民
意
を
無
視
し
た
辺
野
古
新
基
地
建
設

強
行
、
消
費
税
増
税
宣
言
、
森
友
・
加

計
問
題
へ
の
関
与
。

③��

憲
法
尊
重
・
擁
護
義
務
違
反
。

三
権
分
立
を
蹂じ
ゅ
う
り
ん躙す
る
国
会
へ
の
干
渉

な
ど
戦
争
す
る
国
づ
く
り
へ
の
暴
走
。

以
上
の
理
由
で
賛
成
。

　　

著
名
人
と
世
界
平
和
７
人
委
員
会
の
ア

ピ
ー
ル
を
利
用
し
、
陳
情
者
グ
ル
ー
プ
の

運
動
と
７
人
委
員
会
の
活
動
が
あ
た
か
も

同
じ
だ
と
思
わ
せ
て
い
る
と
感
じ
る
。

　

７
人
委
員
会
の
参
加
条
件
に
自
由
世
界

で
民
主
主
義
の
陣
営
の
人
と
あ
り
、
戦
争

法
廃
止
、
憲
法
改
悪
反
対
の
宣
伝
活
動
を

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
思
わ
れ
る

陳
情
者
は
、
民
主
主
義
陣
営
の
人
と
は

思
え
な
い
。
公
明
党
議
員
と
し
て
断
固
反

対
。　

反
対
討
論　
　
　
　
　
　

��

斉
尾　
智
弘

賛

　否

　あ

　り

請願・陳情件名 請願・陳情者名 採決 委員会の意見

教育環境・施設・設備の充実に関する
陳情

北条中学校PTA　会長��山田太一
大栄中学校PTA　会長��小林敦子

採　択 学校教育環境の整備
が必要である

大栄小学校学習環境および通学路の除雪
作業の改善について（要望） 大栄小学校PTA　会長��濱田政良

教育環境・施設・設備の充実に関する
陳情（北条小学校） 北条小学校PTA　会長��岡田　綾

「安倍内閣の退陣を求める世界平和7人
委員会のアピール」を支持する意見書提
出に関する陳情

基地のない平和で豊かな沖縄を
めざす会　

芳沢あきこ
不採択
賛成５

現在の危機的な政
治・社会状況を打開
するため

補
正
予
算

一般会計補正予算（第８号）（第９号）

全会一致

介護保険事業特別会計補正予算（第３号）（第４号）

下水道事業特別会計補正予算（第６号）（第７号）

風力発電事業特別会計補正予算（第３号）

大栄歴史文化学習館特別会計補正予算（第３号）（第４号）

水道事業会計補正予算（第３号）（第４号）

そ
の
他

まちづくりビジョンの変更

工事請負変更契約の締結（由良宿団地立替工事（第２期））

鳥取県町村総合事務組合規約の一部を変更する協議
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前
協
議
や
想
定
さ
れ
る
影
響

等
に
つ
い
て
助
言
し
て
い
く

よ
う
な
体
制
を
、
今
年
度
中

に
、
規
則
と
し
て
整
備
し
て

い
く
。

　
第
2
・
3
種
農
地
の
転
用

に
つ
い
て
は
、
本
町
独
自
に

「
北
栄
町
農
地
転
用
を
伴
う

太
陽
光
発
電
施
設
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
定
め

運
用
を
始
め
て
い
る
。
し
か

し
、
転
用
後
は
農
業
委
員
会

の
管
轄
か
ら
離
れ
る
た
め
、

町
と
し
て
一
括
管
理
す
る
部

署
を
明
確
に
し
、
条
例
制
定

を
含
め
て
早
急
な
検
討
が
必

要
だ
と
考
え
る
。

条例制定で管理強化を
太陽光パネル

町長 ガイドライン策定で対応
農業委員会長 独自の規制を作成

津川　俊仁

町
内
の
太

陽
光
パ
ネ

ル
に
つ
い
て
は
、
町
が
設

置
や
運
用
を
把
握
し
、
適

正
な
課
税
及
び
管
理
指
導

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
必
要
だ
。
条
例
制
定

も
視
野
に
入
れ
て
取
り
組

む
べ
き
。

　
農
業
委
員
会
で
の
取
り

組
み
は
。

津
川

風
力
発
電

今
後
の
方
向
性
は

町
長

住
民
の
意
見
を
参
考
に

住宅地に設置されている
太陽光パネル

町
政
こ
こ
を
問
う
（
環
境
・
生
活
）

農
業
委
員
会
長

町
長

平
成
17
年

の
事
業
開

始
か
ら
13
年
を
過
ぎ
、
借

入
金
の
償
還
も
終
わ
っ

た
が
、
今
後
故
障
等
に
よ

る
巨
額
の
修
繕
費
が
必
要

に
な
る
と
思
う
。
契
約
終

了
時
か
ら
は
、
買
い
上
げ

単
価
も
下
が
り
買
い
取
り

拒
否
も
あ
り
得
る
。
費
用

対
効
果
も
含
め
今
後
の
方

針
は
。

阪
本

平
成
38
年
の

契
約
売
電
期

間
終
了
ま
で
に
は
、
事
業
継

続
ま
た
は
解
体
、
あ
る
い
は

民
間
等
へ
の
譲
渡
な
の
か

方
向
性
の
決
定
が
必
要
。

今
後
は
、
で
き
る
だ
け
住
民

に
情
報
を
公
開
し
、
広
く
意

町
長

見
を
聴
く
こ
と
も
必
要
。
費

用
対
効
果
に
つ
い
て
も
修

繕
等
に
よ
る
停
止
期
間
を

短
く
す
る
た
め
交
換
部
品

の
保
有
等
を
は
か
り
効
率

化
に
努
め
る
。

元気に回れ３号機

町
政
こ
こ
を
問
う
（
環
境
・
生
活
）

生活に支障をきたすな
県・ＪＲ・町道の除草

町長 必要に応じて対応

藤田　和徳

❶
県
が
管

理
の
国
道

３
１
３
号
土
手
沿
い
フ
ェ

ン
ス
付
近
は
、
雑
草
が
側

道
に
張
り
出
し
て
い
る
。

特
に
夏
場
の
除
草
を
。

❷
Ｊ
Ｒ
下
北
条
駅
付
近

と
東
西
の
沿
線
際
の
雑

草
は
、
隣
接
す
る
作
物
に

被
害
が
出
て
い
る
。
同

じ
く
夏
場
の
除
草
を
。

❸
町
道
際
の
除
草
は
自
治

会
が
作
業
し
て
い
る
の
が

現
状
。
原
材
料
費
の
支
給

申
請
手
続
き
を
簡
単
に
で

き
な
い
か
。

藤
田

町
管
理
の

２
２
４
橋

の
点
検
が
終
了
し
、
長
寿

命
化
修
繕
計
画
が
策
定
さ

れ
た
。
結
果
は
ど
う
だ
っ

た
か
。

　
建
設
後
50
年
を
経
過
す

る
橋
は
、
20
年
後
に
７
割

に
達
す
る
が
、
こ
れ
ら
の

橋
の
対
策
は
ど
う
か
。

　

修
繕
費
が
捻
出
で
き

な
け
れ
ば
手
つ
か
ず
と

な
り
、
渡
れ
な
い
橋
が
出

井
上

損
傷
度
は
、

［
Ⅰ
］
か
ら

［
Ⅳ
］
の
４
段
階
。
［
Ⅰ
］

は
健
全
、
［
Ⅳ
］
は
損
傷

度
が
大
き
く
進
展
し
た
状

況
。
［
Ⅱ
］
及
び
［
Ⅲ
］

は
そ
の
中
間
と
い
う
区

分
。
［
Ⅱ
］
は
1
6
1
橋
。

［
Ⅲ
］
は
8
橋
あ
り
、
そ
の

1
つ
の
裏
門
橋
は
、
平
成
29

年
か
ら
補
修
に
着
手
。
残
り

の
7
橋
は
順
次
補
修
に
か

か
る
。
［
Ⅳ
］
は
な
か
っ
た

た
め
、
車
両
通
行
規
制
や
全

面
通
行
止
め
の
措
置
を
し

た
橋
は
な
い
。
今
後
も
定
期

点
検
の
実
施
で
長
寿
命
化

計
画
を
見
直
し
、
橋
の
維
持

管
理
を
進
め
る
。

　

町
単
独
費
用
で
の
実
施

は
困
難
な
の
で
国
へ
財
政

措
置
の
充
実
を
求
め
る
。

井上　信一郎

道路に張り出した雑草
❶
通
行
に
支

障
を
き
た
す

恐
れ
が
あ
り
、
県
土
整
備
局

に
照
会
し
た
と
こ
ろ
、
懸
念

さ
れ
る
個
所
に
つ
い
て
対

応
。

❷
Ｊ
Ｒ
は
沿
線
全
て
は
実

施
で
き
な
い
が
、
実
施
で
き

な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
個
別

の
要
望
を
受
け
、
実
施
を
検

討
す
る
と
の
事
。

❸
日
常
の
除
草
や
溝
掃
除

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
自

治
会
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
手
続
き
上
の
簡
素
化
は

検
討
す
る
。

町
長

工事中の由良川裏門橋

町
長 阪本　和俊

橋
の
老
朽
化

渡
れ
な
い
橋
が
出
る

町
長

長
寿
命
化
計
画
の
見
直
し

て
く
る
。
国
に
対
し
財
政

支
援
を
求
め
る
べ
き
。

規
制
型
の
条

例
制
定
で
な

く
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置

す
る
事
業
者
が
、
地
域
の
納

得
を
得
な
が
ら
適
切
な
設

置
と
管
理
を
行
う
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
制
定
し
、
事
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年
間
13
万

人
が
訪
れ

る
「
青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と

館
」
周
辺
。
観
光
客
と
住

民
の
た
め
に
。

❶
国
道
９
号
と
の
交
差
点

に
信
号
機
の
設
置
を
望

む
。
無
理
な
ら
コ
ナ
ン
通

り
側
に
右
折
専
用
レ
ー

ン
を
。

❷
ふ
る
さ
と
館
駐
車
場
の

案
内
看
板
が
道
の
駅
に
隠

れ
て
駐
車
場
が
解
り
に
く

い
。
も
っ
と
見
や
す
い
位

置
に
。

❸
歩
道
の
除
雪
を
も
っ
と

早
く
。
基
準
に
と
ら
わ
れ

な
い
柔
軟
な
対
応
を
。

油
本

❶
平
成
26
年

か
ら
比
べ
て

交
通
量
は
増
加
し
て
お
ら

ず
、
再
度
の
要
望
で
も
実
現

は
困
難
。
右
折
レ
ー
ン
を
設

置
し
た
場
合
、
左
折
車
の
右

方
向
の
確
認
が
困
難
に
な
る

た
め
、
各
機
関
と
慎
重
な
検

討
が
必
要
。

❷
現
在
の
案
内
看
板
は
錆
な

ど
が
目
立
つ
。ま
わ
り
の
景
色

と
同
化
し
て
、見
え
に
く
い
の

で
、新
し
く
す
る
。

❸
除
雪
は
ま
ず
生
活
道
路
が

最
優
先
で
あ
る
が
、
観
光
客

に
も
町
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

た
い
の
で
、
早
期
の
除
雪
実

施
は
、
県
に
相
談
す
る
。

町
長

見えづらい駐車場看板

前田　栄治

油本　朋也

❶
大
栄
東

伯
イ
ン

タ
ー
の
東
向
き
合
流
路
線

帯
を
延
伸
し
な
い
と
危
険

で
あ
る
。
県
土
整
備
局
に

そ
の
危
険
性
の
話
を
し
た

が
一
人
も
電
話
や
相
談
も

な
い
た
め
そ
の
よ
う
な
場

所
は
改
良
が
で
き
な
い
と

い
う
。
町
長
の
見
解
は
。

❷
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
前

の
二
つ
の
信
号
に
よ
る
、

前
田

❶
国
は
、
琴

浦
側
か
ら
は

下
り
坂
と
な
っ
て
お
り
注
意

が
必
要
だ
と
い
う
認
識
は

持
っ
て
い
る
。
国
に
対
策
を

要
望
す
る
。

町
長

町
政
こ
こ
を
問
う
（
環
境
・
生
活
）

町
政
こ
こ
を
問
う
（
防
災
）

もっと便利で安全に
コナン通りの道路事情

町長 できることから始める

❷
平
成
29
年
よ
り
「
湯
梨

浜
・
北
条
地
区
事
故
対
策
事

業
」
と
し
て
道
路
や
橋
な
ど

の
設
計
を
進
め
て
お
り
、
出

来
次
第
、
地
元
と
協
議
を
進

め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
完

成
予
定
を
述
べ
る
の
は
困
難

で
あ
る
が
、
国
県
町
で
連
携

し
早
期
整
備
に
努
め
る
。

復旧対応が遅い
台風24号の豪雨被害

町長 申し合わせに従った

田中　精一

❶
な
ぜ
台

風
24
号

（
９
月
30
日
）
の
町
内
被

害
の
全
容
を
、
速
や
か
に

公
表
し
な
か
っ
た
の
か
。

❷
予
算
措
置
を
含
め
災
害

復
旧
対
応
が
遅
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

❸
小
中
学
生
の
通
学
路
で

あ
る
「
町
道
育
英
東
線
」

の
冠
水
対
策
を
、
早
急
に

実
施
す
べ
き
。

田
中

❶
10
月
９
日

の
行
政
報
告

会
に
第
１
報
を
、
12
月
３
日

の
全
員
協
議
会
に
詳
細
資
料

を
提
出
し
て
い
る
。

町
長

台
風
被
害
の
復
旧

受
益
者
負
担
は
重
い

町
長

可
能
な
限
り
軽
減

斉尾　智弘

崩落した畑の法面（ドローンで撮影）

冠水で通行止めの町道育英東線

台
風
24
号

に
よ
る
被

害
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ

た
。
農
地
復
旧
の
受
益
者

負
担
は
重
い
。
中
に
は
、

支
払
い
で
き
な
い
地
権
者

も
い
る
。
崩
落
被
害
が
大

き
す
ぎ
て
元
通
り
に
復
元

で
き
な
い
場
合
な
ど
の
復

旧
支
援
は
。

斉
尾

国
の
災
害
復

旧
事
業
は
、

農
家
負
担
10
％
だ
が
、
台
風

24
号
の
場
合
は
、
激
甚
災
害

指
定
が
さ
れ
５
％
ほ
ど
の
負

担
で
済
み
、
復
旧
を
諦
め
ず

実
施
に
向
か
う
こ
と
が
で
き

て
い
る
。
ま
た
、
法
面
の
崩

落
被
害
が
大
き
す
ぎ
ブ
ロ
ッ

町
長

ク
積
み
な
ど
で
数
千
万
円
の

工
事
費
と
な
る
場
合
は
、
農

地
は
減
る
が
法
面
を
安
定
勾

配
ま
で
切
り
そ
ろ
え
る
な
ど

の
工
法
変
更
で
数
百
万
円
ま

で
抑
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

可
能
な
限
り
農
家
負
担
を

軽
減
。

事
故
や
渋
滞
が
多
発
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
交

通
安
全
対
策
費
を
使
っ
て

盛
土
の
上
を
通
る
計
画
だ

が
、
進
捗
状
況
と
完
成
予

定
は
。

北
条
バ
イ
パ
ス
整
備

重
大
事
故
後
で
は
遅
い

町
長

国
に
伝
え
る

西から勢いよく走って来る車

❷
い
つ
で
も
臨
時
議
会
を
開

く
と
い
う
申
し
合
わ
せ
が

あ
り
、
そ
れ
に
従
っ
て
10
月

17
日
に
臨
時
議
会
を
開
催

し
た
。　

❸
こ
の
地
は
、
過
去
５
年
で

５
回
の
冠
水
が
あ
っ
た
。
児

童
生
徒
の
通
学
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
と
協
議
し
て
う

回
し
て
も
ら
っ
た
。
町
の
単

独
費
用
で
改
修
を
行
う
こ
と

は
困
難
で
、国
の
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
に
よ
り
実

施
す
る
た
め
に
通
学
路
点
検

で
危
険
性
を
確
認
し
、
そ
の

後
、
優
先
度
を
考
慮
し
て
検

討
し
た
い
。
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基
本
的
方
針
」
の
見
直
し
、

各
学
校
で
は
「
学
校
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
」
の
改
定
を

行
い
「
い
じ
め
防
止
対
策
委

員
会
」
を
設
置
。

　
不
登
校
に
つ
い
て
は
、
家

庭
に
起
因
す
る
要
因
が
多

く
、
家
庭
と
学
校
が
連
携
し

て
問
題
解
決
す
る
た
め
の

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
配
置
し
て
対
応
。

フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
の
授

業
料
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

生
活
困
窮
者
支
援
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
支
援
出
来
な
い

か
検
討
中
。

町
教
育
委

員
会
で
は
、

「
い
じ
め
防
止
等
の
た
め
の

安心安全のため万全を
災害対策

町長 必要な準備はしっかりと

前田　栄治

❶
自
然
災

害
は
防
ぎ

よ
う
が
な
く
、
被
害
を
最

小
限
に
抑
え
る
た
め
の
準

備
し
か
で
き
な
い
。
訓
練

や
講
座
は
今
後
ど
う
す
る

か
。
ま
た
、
備
蓄
食
料
や

毛
布
、
シ
ー
ツ
な
ど
に
ア

レ
ル
ギ
ー
、
ア
ト
ピ
ー
対

応
が
必
要
で
は
。

❷
河
川
の
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ

は
、
夜
に
な
る
と
倉
吉
大

橋
な
ど
の
河
川
途
中
は
全

く
水
位
が
見
え
ず
、
あ
れ

で
は
避
難
の
判
断
に
役
に

立
た
な
い
。
国
県
に
改
良

を
促
す
必
要
が
あ
る
が
。

❸
ド
ロ
ー
ン
の
災
害
時
の

利
用
は
。

前
田

❶
訓
練
や
講

習
は
繰
り
返

し
が
大
事
で
あ
り
、
被
害
を

最
小
限
に
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
。
今
ま
で
出
前
講
座
等

は
自
治
会
の
要
望
で
実
施

し
て
い
た
が
、
今
後
は
定
期

的
に
地
区
に
出
向
い
て
開
催

し
て
い
く
。
ア
レ
ル
ギ
ー
、

ア
ト
ピ
ー
対
応
の
備
蓄
に
努

め
る
。

❷
映
像
は
避
難
の
判
断
を

す
る
も
の
で
な
く
、
緊
急
な

改
良
予
定
は
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、
国
県
に
意
見
は
伝

え
た
。

❸
要
綱
を
定
め
広
報
と
災

害
に
限
定
し
て
運
用
し
て
い

る
。
台
風
24
号
被
害
現
場
の

撮
影
に
活
用
し
た
。

町
長

町
政
こ
こ
を
問
う
（
防
災
）（
教
育
・
福
祉
）

町
政
こ
こ
を
問
う
（
教
育
・
福
祉
）

図
書
館
は

今
年
開
館

25
周
年
を
迎
え
た
。
蔵
書

は
12
万
１
０
０
０
冊
、
年

間
約
６
万
人
が
入
館
し
、

約
６
万
２
０
０
０
冊
が
個

人
に
貸
し
出
さ
れ
て
い

る
。

❶
認
知
症
予
防
に
対
し
て

の
取
り
組
み
は
。

❷
新
規
利
用
者
を
増
や
す

取
り
組
み
は
。

❸
※
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
の

森
本

❶
平
成
28
年

度
か
ら
「
今

こ
そ
絵
本
を
」
推
進
事
業
に

取
り
組
み
、
毎
月
の
あ
た
ま

イ
キ
イ
キ
音
読
教
室
や
出
前

音
読
教
室
と
し
て
自
治
会
に

出
向
い
て
い
る
。

❷
読
書
通
帳
を
作
成
し
、
上

手
く
活
用
し
た
方
を
図
書

教
育
長

館
ま
つ
り
で
紹
介
。
図
書
館

の
車
庫
を
オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
改
装
し
、
来
場
者
を

館
内
に
誘
導
す
る
仕
掛
け
作

り
を
し
た
。

❸
本
に
興
味
が
無
い
人
で

も
、
新
聞
を
読
ん
だ
り
、
視

聴
覚
コ
ー
ナ
ー
で
音
楽
を
聴

い
た
り
映
画
を
観
た
り
と
人

そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
に
過

ご
せ
る
場
所
に
す
で
に
な
っ

て
い
る
。

取
り
組
み
は
。

※�

自
宅
で
も
な
く
職
場
・
学

校
で
も
な
い
、
心
地
良
い

居
場
所

森本　真理子

教
育
長

町田　貴子

今
年
度
、

県
内
の
い

じ
め
発
生
件
数
は
過
去
最

多
で
あ
っ
た
。
い
じ
め
防

止
の
対
策
は
。

　
不
登
校
に
な
る
児
童
生

徒
も
多
い
中
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
・
専
門
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
一
人
ひ

と
り
に
細
や
か
な
対
応
が

必
要
。
不
登
校
児
童
生
徒

の
学
校
復
帰
に
向
け
て
の

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
授

業
料
の
助
成
を
。

町
田

町
長

空
調
シ
ス

テ
ム
に
は
、

Ｅ
Ｈ
Ｐ
（
電
気
モ
ー
タ
ー

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
）
と
Ｇ

Ｈ
Ｐ
（
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
）
の
２
種
類
が
あ
る
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
、

Ｇ
Ｈ
Ｐ
の
方
が
低
い
の
で

は
。
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス

ト
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

等
の
比
較
検
討
は
。

　
災
害
時
避
難
所
と
な
る

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設

置
は
。

斉
尾

実
施
設
計

の
中
で
簡

易
的
で
は
あ
る
が
比
較
検

討
し
て
い
る
。
15
年
間
で

４
７
０
０
万
円
の
差
が
出
る

こ
と
や
、
の
排
出
を
比
較

し
た
環
境
性
や
メ
ン
テ
ナ
ン

町
長

小
学
校
の
空
調
化

コ
ス
ト
等
の
比
較
検
討
は

町
長

Ｅ
Ｈ
Ｐ
が
総
合
評
価
で
優
位

中学校教室に設置されたエアコン

町内のフリースクール

ス
、
信
頼
性
に
お
い
て
Ｅ
Ｈ

Ｐ
が
Ｇ
Ｈ
Ｐ
よ
り
総
合
評
価

で
優
位
で
あ
っ
た
。

　
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
、
費
用
対
効
果
を
考
え
る

と
現
実
的
で
は
な
く
、
災
害

時
は
レ
ン
タ
ル
で
対
応
。

災害にも活躍する
町所有のドローン

図
書
館
の
利
用

読
書
で
認
知
症
を
予
防

教
育
長

絵
本
を
使
っ
て
、読
書
・
音
読

入り口には楽しそうな絵本がいっぱい

家庭への助成を
いじめ・不登校の対応

町長 支援策を検討
教育長 連携を密に

斉尾　智弘



14２０１９年３月
議会だより北栄 ５０号15 ２０１９年３月

議会だより北栄 ５０号

❶
教
育
機
会

確
保
法
の
公

布
を
受
け
、
県
教
育
審
議

会
に
「
夜
間
中
学
等
研
究

部
会
」
が
設
置
さ
れ
、
設
置

の
方
向
性
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。

❷
不
登
校
で
あ
っ
た
生
徒

は
、
そ
の
多
く
が
進
学
し

ニ
ー
ズ
の
有
無
は
不
明
。

県
教
委
が
ニ
ー
ズ
調
査
を

実
施
。

❸
県
教
委
で
検
討
さ
れ
て
い

る
段
階
な
の
で
、
本
町
独
自

の
措
置
は
し
て
い
な
い
。

❹
開
校
に
向
け
た
準
備
は
考

え
て
い
な
い
。

斉尾　智弘

町
政
こ
こ
を
問
う
（
教
育
・
福
祉
）

町
政
こ
こ
を
問
う
（
教
育
・
福
祉
）

バランスのとれた献立

給
食
は
、

教
育
の
一

つ
で
重
要
、
本
来
無
償
で

あ
る
べ
き
。
給
食
の
保
護

者
負
担
は
、
小
学
校
で
の

教
育
費
の
４
割
を
占
め
て

い
る
。
朝
食
を
と
っ
て
い

な
い
子
ど
も
が
い
る
な
ど

が
問
題
に
な
る
中
、
給
食

は
、
子
ど
も
の
食
の
セ
ー

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
な
っ

て
い
る
。
子
育
て
環
境
を

長
谷
川

保
護
者
の

負
担
は
年

間
６
８
０
０
万
円
。
調
理
の

人
件
費
、
光
熱
費
、
給
食

セ
ン
タ
ー
維
持
費
な
ど
約

６
７
０
０
万
円
は
町
で
負

担
。
経
済
的
に
苦
し
い
世
帯

に
は
就
学
援
助
制
度
で
給
食

費
の
援
助
を
し
て
い
る
。
本

当
に
困
っ
て
い
る
方
を
セ
ー

町
長

フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で
救
う
。

学
校
給
食
の

経
費
は
、
町

と
保
護
者
で
分
担
し
て
き

た
。
そ
の
考
え
は
変
わ
り
な

く
、
給
食
費
の
負
担
軽
減

は
考
え
て
い
な
い
。
栄
養
教

諭
、
担
任
が
子
ど
も
達
に

食
の
大
切
さ
を
教
え
て
い

く
こ
と
を
し
っ
か
り
や
っ
て

い
く
。

今後の展開は
生活困窮者自立支援制度

町長 窓口機能の充実とＰＲ

油本　朋也

今
後
必
要

性
が
高

ま
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る

こ
の
制
度
だ
が
、
生
活
困

窮
者
が
収
入
を
得
る
だ
け

で
な
く
生
活
改
善
が
な
さ

れ
自
立
で
き
る
よ
う
、
こ

の
支
援
制
度
を
ど
う
活
用

す
る
の
か
。

❶
今
ま
で
一
番
有
効
だ
っ

た
支
援
策
は
。

❷
町
と
社
会
福
祉
協
議
会

が
連
携
し
実
施
し
て
い
る

対
策
は
。

❸
こ
の
制
度
が
十
分
理
解

さ
れ
活
用
さ
れ
る
た
め
、

今
後
具
体
的
に
ど
う
展
開

す
る
か
。

油
本

町
長

より親切で丁寧な
対応が求められる

❶
就
労
支

援
。面
談
を

通
じ
て
、本
人
の
希
望
や
適

性
を
見
定
め
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
連
携
し
な
が
ら
提
案
し
て

い
る
。

❷
一
時
生
活
支
援
事
業
と
家

計
相
談
支
援
事
業
を
中
心
に

実
施
し
て
い
る
。

❸
相
談
を
受
け
入
れ
る
窓

口
機
能
の
充
実
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
く
。

一刻も早い準備を
夜間中学の設置

教育長 開校準備は考えていない

❶
様
々
な

理
由
で
義

務
教
育
未
修
了
の
ま
ま
と

な
っ
て
い
る
方
々
の
就
学

機
会
の
確
保
は
。

❷
本
町
の
過
去
７
年
間
で
、

不
登
校
の
ま
ま
中
学
を
卒

業
し
た
生
徒
は
22
人
あ

り
、
夜
間
中
学
を
設
置
す

る
ニ
ー
ズ
は
あ
る
。

❸
「
教
育
機
会
確
保
法
」

で
は
、
未
就
学
者
の
就
学

機
会
の
確
保
を
義
務
づ
け

て
い
る
が
本
町
の
措
置
は
。

❹
夜
間
中
学
の
設
置
に
む

け
一
刻
も
早
い
準
備
必
要
。

斉
尾

教
育
長

学
校
給
食
費

保
護
者
負
担
の
軽
減
を

町
長

財
源
が
必
要

教
育
長

考
え
て
い
な
い長谷川　昭二

整
え
る
上
で
も
、
保
護
者

の
負
担
軽
減
が
必
要
。

教
育
長

高
齢
者
や

障
害
者
の

通
院
あ
る
い
は
買
い
物
等

の
タ
ク
シ
ー
利
用
料
助
成

は
多
く
の
人
に
喜
ば
れ
て

い
る
。

　
事
業
者
に
よ
り
迎
車
回

送
料
金
が
有
料
の
会
社
と

無
料
の
会
社
が
あ
る
。

同
じ
条
件
に
は
な
ら
な

い
か
。

阪
本

迎
車
回
送

料
金
を
取
る

か
ど
う
か
は
、
事
業
者
の

自
由
。
そ
し
て
、
ど
の
タ
ク

シ
ー
を
選
ぶ
か
は
利
用
者
の

自
由
。
町
と
し
て
、
事
業
者

に
は
何
も
言
え
な
い
。

町
長

タ
ク
シ
ー
迎
車
回
送
料

無
料
に
し
て
は

町
長

事
業
者
の
自
由

多くの人に喜ばれている助成制度

阪本　和俊
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新「道の駅大栄」に確約を
「道の駅」再整備構想

町長 施設存在で登録抹消はない
出会いの広場へ新築移転を
青山剛昌ふるさと館

町長 必要な措置を講じたい

出
会
い
の

広
場
は
、

県
立
美
術
館
の
誘
致
に
取

り
組
ん
で
来
た
が
残
念
な

結
果
と
な
っ
た
。

　
ふ
る
さ
と
館
は
オ
ー
プ

ン
し
て
12
年
。
開
館
当
初

は
入
館
者
も
少
な
く
厳
し

い
状
況
で
あ
っ
た
が
、
現

在
で
は
入
館
者
も
増
え
、

今
年
度
は
総
入
館
者
数
も

１
０
０
万
人
を
突
破
し
、

将
来
展
望
も
明
る
い
。
こ

の
際
、
未
来
の
町
づ
く
り

の
た
め
に
出
会
い
の
広
場

に
移
転
し
て
は
ど
う
か
。

宮
本

昨
年
度
の

入
館
者
は

12
万
7
千
人
を
突
破
し
過

去
最
高
と
な
り
、
今
年
度
も

昨
年
を
上
回
る
入
館
者
を
記

録
し
て
い
る
。
本
館
は
、
名

探
偵
コ
ナ
ン
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で

重
要
な
施
設
な
の
で
、
今
後

課
題
を
整
理
し
、
調
査
、
研

究
を
し
て
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
。

町
長

移転候補の出会いの広場

斉尾　智弘

宮本　幸美

「
青
山
剛

昌
ふ
る
さ

と
館
の
移
転
新
築
に
関
す

る
請
願
」
の
採
択
理
由

で
、
現
在
の
施
設
・
設
備

で
は
年
々
増
加
す
る
来
館

者
に
十
分
な
対
応
が
で
き

て
い
な
い
た
め
、
移
転
新

築
が
必
要
と
報
告
さ
れ

た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え

て
ど
う
検
討
さ
れ
た
の

か
。
必
要
な
調
査
・
研
究

を
早
く
始
め
る
べ
き
。

斉
尾

「
名
探
偵
コ

ナ
ン
に
会
え

る
ま
ち
」
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
重
要
な
施
設
。
請
願
を

踏
ま
え
課
題
を
整
理
し
、
必

要
な
調
査
・
研
究
を
進
め
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い

く
。
研
究
会
な
ど
立
ち
上
げ

早
急
に
検
討
。

町
長

田中　精一

町
長
は
町

内
二
つ
の

「
道
の
駅
」
を
差
別
化
し

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色

を
も
っ
た
道
の
駅
に
再
整

備
す
る
と
明
言
し
て
き
た

が
、
国
は
、
わ
ず
か
13
㎞

余
り
の
北
条
道
路
で
新
た

に
二
つ
の
道
の
駅
を
認
可

し
、
合
わ
せ
て
予
算
投
入

を
し
て
く
れ
る
の
か
。
現

時
点
で
は
、
新
た
な
「
道

の
駅
大
栄
」
構
想
に
も
、

国
の
確
約
を
も
ら
う
べ
き

で
は
な
い
か
。

田
中

道
の
駅
の
登

録
は
、
施
設

が
あ
る
限
り
登
録
抹
消
さ

れ
な
い
。
山
陰
道
の
整
備
に

伴
い
、
北
条
砂
丘
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
活
か
し
た
「
道
の

駅
北
条
公
園
」
、
そ
し
て
コ

ナ
ン
通
り
の
出
発
点
に
位

置
し
観
光
の
玄
関
口
に
ふ
さ

わ
し
い
「
道
の
駅
大
栄
」
と

し
て
、
国
と
綿
密
に
調
整
し

な
が
ら
再
整
備
を
進
め
て

い
く
。

町
長

町
財
政
運
営

財
政
は
健
全
か

町
長

民
生
費
土
木
費
は
少
し
高
め

秋山　　修

観光の玄関口「道の駅大栄」

広
報
「
北

栄
」
10
月

号
に
、
平
成
29
年
度
決
算

概
要
が
掲
載
さ
れ
て
い

る
。当
町
の
財
政
状
態
は
、

近
隣
の
町
、
類
似
団
体
と

比
べ
て
健
全
か
。
経
年
で

見
て
良
く
な
っ
て
き
て
い

る
か
。
今
後
の
財
政
運
営

に
不
安
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
グ
ラ
フ
、
数
字

は
分
か
り
易
く
説
明
さ
れ

て
い
る
か
、
資
産
・
負
債

状
況
の
情
報
が
不
足
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

秋
山

歳
入
の
地

方
税
・
交
付

税
・
国
県
支
出
金
は
お
お
む

ね
同
程
度
で
あ
る
。
歳
出
の

民
生
費
は
、
福
祉
政
策
に
重

点
を
置
い
た
施
策
を
推
進
し

て
い
る
た
め
、
少
し
高
め
。

教
育
費
は
同
程
度
。
土
木
費

は
、
橋
の
長
寿
命
化
や
町
営

住
宅
の
建
替
え
工
事
の
た

町
長

め
少
し
高
め
。
公
債
費
は
償

還
の
ピ
ー
ク
が
過
ぎ
た
の
で

少
な
め
。
今
後
も
、
必
要
な

事
業
を
選
択
し
将
来
を
見

据
え
た
財
政
運
営
に
努
め

た
い
。

　
グ
ラ
フ
表
記
に
つ
い
て
は

紙
面
の
都
合
も
あ
り
、
す
べ

て
の
開
示
は
難
し
い
。
数
字

は
間
違
っ
て
い
な
い
。

町
政
こ
こ
を
問
う
（
政
治
・
政
策
）

町
政
こ
こ
を
問
う
（
政
治
・
政
策
）

記念写真をパチリ

青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館

移
転
新
築
の
検
討
は

町
長

調
査
・
研
究
を
進
め
る

広報北栄10月号
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し
た
。

　

本
町
と
し
て
も
、Ｔ
Ｐ
Ｐ

関
連
予
算
を
活
用
し
、
農
畜

産
業
の
体
質
強
化
を
図
る
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
内
容
が
見
え

な
い
中
、
政
府
の
姿
勢
に
は

納
得
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。
国
民
の
命
を
守
る
生
命

産
業(

農
業)

を
守
ろ
う
と
す

る
姿
勢
が
な
く
、
大
企
業
、

輸
出
組
優
先
、
農
業
、
輸
入

組
軽
視
の
小
手
先
の
対
応

策
で
乗
り
切
ろ
う
と
し
て
い

る
。
今
の
政
府
に
何
を
求
め

て
も
聞
く
耳
を
持
た
な
い
。

国
民
の
理
解
を
喚
起
す
る
方

が
良
い
と
思
う
。

公正・平等な貿易を
TPP・日米FTA等

町長 全国町長大会で対応を求めた
農業委員会長 国民の理解を喚起

財政健全化に活かせ
地方公会計

町長 財政状況を分かりやすく提供

平
成
29
年

度
か
ら
取

組
ん
で
い
る
地
方
公
会
計

の
導
入
目
的
と
意
義
、
そ

し
て
、
町
民
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
か
。

　
歳
入
・
歳
出
の
決
算
書

で
は
、
資
産
・
負
債
な
ど

の
ス
ト
ッ
ク
情
報
、
減
価

償
却
を
含
め
た
コ
ス
ト
情

報
、
事
業
別
・
施
設
別
の

※
セ
グ
メ
ン
ト
情
報
が
不

足
ま
た
は
無
く
、
地
方
公

会
計
の
財
務
書
類
の
情
報

が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
の
対
応
は
。

※�

企
業
の
売
り
上
げ
や
損
益
な

ど
に
つ
い
て
の
、
事
業
部
門

別
・
地
域
別
な
ど
に
区
分
さ

れ
た
情
報
。

秋
山

「
地
方
自
治

体
」
の
会
計

に
「
発
生
主
義
、
複
式
簿

記
」
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
財
政
の
見
え
る
化
を

促
進
し
、
強
い
行
政
運
営
を

行
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

る
。
町
民
に
は
、
自
治
体
の

財
政
状
況
を
分
か
り
や
す
く

情
報
提
供
で
き
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。

　
平
成
29
年
度
分
の
財
務
諸

表
は
平
成
31
年
３
月
に
作
成

で
き
る
の
で
、
初
め
て
の
財

務
諸
表
と
い
う
こ
と
で
研
修

を
し
、
理
解
を
深
め
た
い
。

町
長

阪本　和俊

秋山　　修

ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
投

資
育
成
株
式
会
社
の

３
千
万
円
の
増
資
は
大
い

に
賛
成
。

　
町
の
出
資
比
率
は
４
分

の
１
と
な
り
、
ド
リ
ー
ム

農
場
の
経
営
状
況
を
議
会

本
会
議
で
報
告
す
る
義
務

は
な
く
な
っ
た
が
、
行
政

報
告
会
で
は
な
く
、
正
式

な
会
で
あ
る
全
員
協
議
会

で
報
告
す
べ
き
。

阪
本

ド
リ
ー
ム
農

場
の
立
ち
上

げ
時
か
ら
農
林
中
央
金
庫

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て

い
る
。
ア
グ
リ
社
へ
の
橋
渡

し
も
し
て
い
た
だ
き
、
フ
ァ

ン
ド
出
資
も
し
て
い
た
だ

町
長

長谷川　昭二

Ｔ
Ｐ
Ｐ
や

日
米
物
品

協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
に
関
す

る
２
国
間
協
議
が
県
内
生

産
者
に
与
え
る
影
響
は
大

き
い
。

　

大
企
業
の
輸
出
や
投
資

を
優
先
し
、
農
林
漁
業
に

犠
牲
を
強
い
る
こ
と
を
止

め
、国
民
の
暮
ら
し
、
食
糧

主
権
、
経
済
主
権
を
尊
重

す
る
公
正
・
平
等
な
貿
易

を
政
府
に
求
め
る
べ
き
。

長
谷
川

①
国
内
農
林

水
産
業
に
悪

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
②
交

渉
過
程
の
透
明
性
の
確
保
。

③
農
林
水
産
業
者
が
希
望
を

持
っ
て
経
営
で
き
る
万
全
の

措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
決
議

町
長

就
農
給
付

金
の
中
間

評
価
制
度
の
導
入
は
、
新

規
就
農
者
の
増
加
に
ブ

レ
ー
キ
と
な
り
か
ね
な

い
。
本
町
の
対
応
は
。
ま

た
、
資
金
返
還
を
求
め
る

の
で
は
な
く
、
就
農
を
定

着
さ
せ
る
た
め
に
国
の
責

任
を
果
た
す
よ
う
求
め
る

べ
き
。

長
谷
川

中
間
評
価
制

度
の
導
入
以

前
も
、「
農
産
物
を
適
正
に

生
産
し
て
い
な
い
」
、「
農

地
を
遊
休
化
し
た
」
、「
農

業
従
事
日
数
の
不
足
」
、

「
改
善
指
導
に
対
す
る
取

町
長

り
組
み
が
な
い
」
な
ど
の
場

合
、
交
付
停
止
、
資
金
返
還

を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
の
で
、
中
間
評
価
制
度
が

新
規
就
農
者
の
増
加
に
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
と
は
言

え
な
い
。
就
農
を
諦
め
る
方

も
な
い
。
経
営
状
況
の
思
わ

し
く
な
い
就
農
者
に
は
、
サ

ポ
ー
ト
体
制
も
あ
る
。

　
本
人
に
、
い
く
ら
強
い
意

志
が
あ
っ
て
も
向
き
不
向
き

が
あ
る
。
計
画
通
り
行
か
な

け
れ
ば
負
債
だ
け
が
増
え
、

早
め
に
継
続
か
撤
退
の
決
断

も
必
要
。
税
金
の
投
入
を
す

る
以
上
、
資
金
の
交
付
停
止

町
政
こ
こ
を
問
う
（
政
治
・
政
策
）

町
政
こ
こ
を
問
う
（
産
業
）

ド
リ
ー
ム
農
場

経
営
状
況
の
報
告
は

町
長

全
員
協
議
会
で

収穫中のイチゴ農場

就
農
給
付
金

中
間
評
価
制
度
は
不
要

町
長

農
家
の
自
立
に
は
必
要

農
業
委
員
会
長

返
還
要
件
も
や
む
を
得
な
い

農
業
委
員
会
長

や
返
還
要
件
が
あ
っ
て
も
や

む
を
得
な
い
。
新
規
就
農
で

生
計
が
成
り
立
つ
の
は
簡
単

で
は
な
い
。
支
援
期
間
後
の

５
年
間
を
町
で
支
援
必
要
。

農
業
委
員
会
長

就農支援の案内（町ＨＰより）

い
た
。
今
後
も
経
営
計
画
等

相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
く
。

　
経
営
状
況
は
全
員
協
議
会

で
報
告
し
た
い
。
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答
由
良
か
ら
西
穂
波
周
辺
ま
で
は
海
抜
が
低
く
、
道
路

改
良
と
表
示
は
設
置
に
向
け
て
町
に
伝
え
る
。

問
改
良
区
で
整
備
し
た
土
地
が
崩
れ
か
か
っ
て
い
る
。

改
良
区
と
協
議
し
て
い
る
が
、
話
が
進
ま
な
い
。

答
町
に
伝
え
る
。

問
中
央
公
民
館
大
栄
分
館
は
今
後
ど
う
す
る
。
耐
震
調

査
は
し
て
あ
る
の
か
。

答
耐
震
調
査
は
し
て
い
る
。
今
の
状
態
で
使
え
る
だ
け

使
い
続
け
る
。

問
利
便
性
を
考
え
れ
ば
将
来
発
展
の
可
能
性
が
あ
る
と

思
う
が
、
採
算
は
と
れ
る
の
か
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
は
大
事
。
応
援
し
て
い
る
。

答
計
画
は
今
年
度
中
に
大
ま
か
な
構
想
が
提
示
さ
れ

る
。

「
議
会
出
前
座
談
会
」

届
け
　町
へ
の
熱
い
思
い

　
平
成
30
年
定
例
議
会
の
報
告
と
町
政
全
般
に

対
し
て
質
疑
に
応
え
る
出
前
座
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
各
会
場
と
も
様
々
な
課
題
に
つ
い
て

熱
い
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
４
か
所
で

の
開
催
報
告
を
行
い
ま
す
。

中
央
公
民
館
大
栄
分
館

道
の
駅
北
条
公
園

由
良
宿
２
区
自
治
会
10
月
24
日

　
参
加
者
10
人

水
没
問
題

宅
地
裏
の
傾
斜
地
問
題

西
穂
波
自
治
会
10
月
17
日

　
参
加
者
８
人

自
治
会
未
加
入
問
題

危
険
空
家
対
策

11
月
６
日

　
参
加
者
12
人

由
良
宿
１
区
自
治
会

第
２
弾

❶ 調
査
期
間

調
査
結
果

総
務
教
育
委
員
会

委員会の調査報告
島
根
県
浜
田
市
役
所
　

(1)
シ
ン
グ
ル
ペ
ア
レ
ン
ト
介
護
人
材
育
成
事
業

県
外
か
ら
母
子
・
父
子
家
庭
（
子
ど
も
は
高
校
生
以
下
）
が
移
住
し
、
介
護
事
業
所
で

研
修
・
就
労
す
る
と
市
や
事
業
所
か
ら
一
定
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
。
事
業
所
が
１
年

目
に
月
額
15
万
円
以
上
、
支
度
金
30
万
円
、
就
労
し
５
年
を
経
過
し
た
と
き
１
０
０
万

円
を
支
給
。
市
は
教
育
支
援
と
し
て
月
額
３
万
円
を
１
年
間
支
給
、
家
賃
助
成
と
し
て

上
限
２
万
円
１
年
間
助
成
。
自
動
車
販
売
会
社
は
中
古
自
動
車
を
無
償
提
供
。

(2)
子
育
て
支
援
施
策

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
３
か
所
に
開
設
。
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
を
作
成
。
新
生
児
聴

覚
検
査
費
用
を
一
部
助
成
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
、
平
成
30
年
度
は
20
ク
ラ
ブ

で
ス
タ
ー
ト
。
産
前
産
後
家
事
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
の
利
用
を
３
年
に
拡
充
。
産
後
ケ
ア

(

実
績
１
１
５
回
、
自
己
負
担
あ
り)

。

島
根
県
邑
南
町
役
場

日
本
一
の
子
育
て
村
の
取
り
組
み

攻
め
と
守
り
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。
攻
め
の
部
分
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を

活
用
し
食
の
起
業
家
を
育
成
し
定
住
に
繋
げ
て
い
る
。
守
り
の
部
分
、
町
内
２
か
所
の

病
児
保
育
室
。
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
を
防
災
無
線
で
放
送
し
、
全
町
で
祝
う
。
小
・
中
学
校

数
は
合
併
後
も
統
合
す
る
こ
と
は
な
く
同
数
を
維
持
な
ど
。

平
成
30
年
10
月
10
日(

水)

〜
11
日(

木)

❷❶ 提
　
　言

(1)
シ
ン
グ
ル
ペ
ア
レ
ン
ト
介
護
人
材
育
成
事
業
は
大
変
有
効
で
あ
り
、
他
業
種
に
も
あ
て

は
ま
る
。
ぜ
ひ
検
討
し
と
り
い
れ
る
べ
き
。

(2)
新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
一
部
補
助
と
不
育
症
（
妊
娠
し
て
も
流
産
・
死
産
を
繰
り
返

し
て
し
ま
う
状
態
）
の
補
助
は
本
町
も
考
え
る
べ
き
。

学
校
の
統
廃
合
は
地
域
の
衰
退
に
拍
車
を
か
け
る
と
い
う
考
え
方
は
人
口
減
対
策
に
取
り

入
れ
る
方
策
。
12
あ
る
公
民
館
の
地
域
ご
と
に
特
色
あ
る
人
口
減
対
策
は
本
町
で
も
取
り

入
れ
る
べ
き
。

❷

❶ 調
査
期
間

調
査
結
果

民
生
経
済
常
任
委
員
会

目
的
地
と
な
る
道
の
駅
の
あ
り
か
た
　

(1) 

島
根
県
出
雲
市
　道
の
駅
キ
ラ
ラ
多
伎
　
平
成
10
年
４
月
開
業
　

日
本
海
に
面
し
た
国
道
９
号
線
沿
い
に
あ
る
道
の
駅
　
年
間
利
用
者
45
万
人

建
設
費
：
約
17
億
円
（
国
県
補
助
金
１
・
２
億
円
）
主
力
商
品
：
特
産
の
い
ち
じ
く
を

使
っ
た
ジ
ャ
ム
、
ワ
イ
ン
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
　
年
間
売
上
：
約
４
・
４
億
円
（
平
成

29
年
度
）
小
林
駅
長
が(

株)

イ
オ
ン
よ
り
公
募
で
就
任
。
以
来
20
年
間
支
配
人
を
兼

務
。
８
名
で
開
業
。
内
６
名
は(

株)

イ
オ
ン
出
身
者
。

(2) 

山
口
県
萩
市
　道
の
駅
萩
し
ー
ま
ー
と
　
平
成
13
年
４
月
開
業
　

萩
港
に
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介
類
や
近
郊
の
農
産
物
を
販
売
す
る
生
鮮
市
場
　
年
間
利
用

者
１
３
０
万
人

建
設
費
：
約
５
億
円
（
国
県
市
の
補
助
金
２
・
３
億
円
、
残
り
は
組
合
負
担
）
年
間
売

上
：
約
９
億
円
（
そ
の
他
１
億
円
は
首
都
圏
で
売
り
上
げ
）
初
代
駅
長
は
公
募
に
よ
り

(

株)

リ
ク
ル
ー
ト
の
出
身
者
。

島
根
県
雲
南
市
　地
域
自
主
組
織
に
よ
る
課
題
解
決
型
の
住
民
自
治

　
人
口
３
９
、
７
１
５
人
・
高
齢
化
率
37
・
０
％(

平
成
29
年
４
月)

　
市
全
体
で
自
治
会
の
枠
を
超
え
た
い
く
つ
か
の
地
域
に
分
割
し
自
主
組
織
を
形
成
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
よ
り
自
治
会
だ
け
で
不
可
能
に
な
っ
た
行
事
や
交
流
活
動
・
買
い

物
支
援
な
ど
自
治
会
単
位
で
は
解
決
が
困
難
な
こ
と
を
克
服
。

平
成
30
年
10
月
10
日(

水)

〜
12
日(

金)

❷❶ 提
　
　言

民
間
か
ら
自
由
な
発
想
で
経
営
手
腕
を
発
揮
で
き
る

人
材
を
駅
長
に
す
べ
き
。
休
憩
だ
け
で
な
く
、
目
的

地
と
な
る
道
の
駅
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
。
計
画
段

階
か
ら
道
の
駅
の
建
設
に
関
与
す
る
出
店
希
望
者
を

募
集
す
べ
き
。

小
規
模
多
機
能
自
主
組
織
は
人
口
減
少
と
高
齢
化
問

題
を
抱
え
る
す
べ
て
の
自
治
体
が
直
面
す
る
課
題
で

あ
る
。
こ
の
事
例
を
参
考
に
し
て
取
り
組
む
べ
き
。

❷

「道の駅キララ多伎」で研修中

三
陽
合
繊
跡
地

防
災
・
浸
水
対
策

大
島
自
治
会

11
月
８
日

　
参
加
者
13
人

問
由
良
宿
１
区
に
も
空
家
が
目
立
つ
。
瓦
が
落
ち
た

り
、
通
学
路
に
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
も
危
険
な
も
の

も
あ
る
。
隣
に
住
む
住
人
と
し
て
は
と
て
も
心
配
。

答
条
例
改
正
に
よ
り
行
政
代
執
行
は
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
が
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。
危
険
空
家
は
、「
特
定

空
家
」
に
指
定
を
し
て
勧
告
な
ど
を
し
、
国
県
の
支
援
を
受

け
な
が
ら
解
体
に
つ
な
げ
た
い
。

問
ア
パ
ー
ト
入
居
者
や
、
持
ち
家
の
人
か
ら
の
自
治
会

未
加
入
者
が
増
え
て
い
る
。
何
か
対
策
は
な
い
か
。

答
難
し
い
問
題
。
自
治
会
長
を
中
心
に
、
説
得
が
必
要

で
は
。

問
今
回
の
解
体
事
業
費
の
内
容
は
。
土
地
取
得
の
理
由

と
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
北
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
。

固
定
資
産
税
の
未
納
が
膨
ら
み
、
評
価
額
よ
り
安
く

購
入
し
、
企
業
誘
致
を
目
指
し
て
い
る
。
現
在
一
部
賃
貸
し

て
い
る
。

問
大
島
は
災
害
の
多
い
地
域
。
先
日
の
大
雨
で
も
水
没

し
、
床
上
浸
水
も
あ
っ
た
。
河
川
の
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫の
推
進
と
、

防
火
用
施
設
整
備
の
た
め
の
倉
庫
な
ど
の
整
備
補
助
を
。

答
持
ち
帰
っ
て
検
討
す
る
。

問
先
の
大
雨
で
西
穂
波
周
辺
の
通
学
路
を
含
む
道
路
が

水
没
し
た
。
そ
の
対
策
と
、
海
抜
の
表
示
を
。



Ｄ Ａ Ｔ Ａ 人口／１５,１０３人（男７,２６０人･女７,８４３人）・世帯数５,３５５世帯（平成３１年２月１日現在） ※外国人含

　
２
０
１
９
年
も
あ
っ
と
い

う
間
に
２
か
月
が
過
ぎ
ま
し

た
。
日
々
の
経
過
が
と
て
も

早
く
感
じ
ま
す
。

　
本
誌
は
、
平
成
30
年
度
高

校
生
議
会
の
記
事
を
掲
載
し

て
い
ま
す
が
、
高
校
生
た
ち

の
発
想
に
は
驚
か
さ
れ
ま

す
。

　
16
人
の
高
校
生
議
員
と
１

人
の
議
長
に
よ
る
議
会
は
見

応
え
が
あ
り
ま
し
た
。
Ｔ
Ｃ

Ｃ
で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
過
去
の
高
校
生
議
会
で

の
質
問
を
受
け
て
、
コ
ナ

ン
通
り
に
面
し
た
図
書
館

の
車
庫
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

変
わ
っ
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
注
目
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

津
川
俊
仁

発
行
責
任
者

　
議
　
長
　
飯
田
　
正
征

編
集

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
委
員
長
　
長
谷
川
昭
二

　
副
委
員
長
　
藤
田
　
和
徳

　
　
　
　
　
津
川
　
俊
仁

　
　
　
　
　
野
田
　
秀
樹

　
　
　
　
　
前
田
　
栄
治

　
　
　
　
　
森
本
真
理
子

　

　愛生ちゃんは、大きくなったらお菓子を作る人になり
たいそうです。
　働く車が大好きな朝輝くんは、大きくなったらダンプ
カーになるそうです(笑)
　いつまでも仲良し姉弟でいてください。

　これから、色んな体験して、かっこいい誠士になって

ね。優しくてお姉さんな日和、２年生になったらスポーツ

にがんばろう。負けず嫌いで、楽しい事が大好きな和陽、

今年は年長さんしっかり。

災害時対策井戸（由良宿）

　平成30年10月、図書館の敷地内南に鳥取県さく井協会、鳥取

県さく井技能士会のご厚意により、設置された。この井戸は町

民が自由に利用できる。しかし、飲み水としては適さない。

（大谷）（大谷）

池口　誠士くん
いけぐち せい じ

ひより

かず ひ

小３（左）
小１（右）
５歳（中央）

池口　日和さん

池口　和陽さん

　平成30年12月、凍結や積雪で危険だった給食センターから校

舎までの通路に防雪ネットが設置された。特別教室への移動や

給食の運搬が安全になる。

（国坂浜）（国坂浜）

井上　愛生さん
いのうえ あおい

あさ き
６歳（右）
３歳（左）井上　朝輝くん

北条小学校防雪ネット


